
１１
November

今月号の主な内容

■ 広報たかぎ

　・平成20年度決算  ……………２～５面

　・135周年記念事業  …………………６面

　・村発注工事請負契約  ………………８面

　・おしらせ版  …………………………９面

■ 椋記念館図書館だより  ………１０面

■ 学校だより　中学校  …………１１面

■ 交流センター便り  ……………１２面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１３面

■ くりんネットたかぎ  …………１４面

９月２６日 福祉センターにおいて喬木村発足１３５周年記念式典が行われ９月２６日　福祉センターにおいて喬木村発足１３５周年記念式典が行われ

ました。喬木村を支えていただいた方達に感謝し、新しい一歩を踏み出ました。喬木村を支えていただいた方達に感謝し、新しい一歩を踏み出

します。します。

2009
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九
月
十
八
日
に
閉
会
し
た
九
月

定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
平
成
二

十
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
十
九
年
度
に
比
べ
大
型

の
基
盤
整
備
事
業
が
減
り
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
改
修
、
地

域
活
性
化
臨
時
交
付
金
に
よ
る
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

前
年
対
比
二
十
一
％
減
の
三
十
億

五
千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
保
、
介
護

保
険
な
ど
給
付
費
が
増
額
し
ま
し

た
が
、
老
人
保
険
制
度
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と

に
よ
り
、前
年
比
二
十
一
％
の
減
、

二
十
億
二
千
七
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
決
算
と
併
せ
、
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
く
四
指
標
も
報
告
さ

福祉センター

平成20年度　一般会計・特別会計　歳入歳出決算
単位：円

歳　　　出歳　　　入
会計名

前年比平成１9年度平成20年度前年比平成19年度平成20年度

79%3,868,383,7083,059,700,52481%4,076,707,1153,304,086,489・一般会計

【特別会計】

101%537,799,118544,820,87697%585,115,545568,395,606・国民健康保険特別会計

11%831,573,56891,065,69211%833,003,41193,001,504・老人保健医療事業特別会計

皆増　59,936,655皆増　59,979,355・後期高齢者医療特別会計

104%545,645,318568,043,983104%564,231,044587,643,593・介護保険特別会計

132%354,041,704467,260,412133%362,213,693481,340,172・村営水道特別会計

102%226,420,619230,432,365103%231,696,877239,414,407・下水道特別会計

104%63,431,31565,827,039104%66,968,36969,633,938・農業集落排水特別会計

79%2,558,911,6422,027,387,02279%2,643,228,9392,099,408,575特別会計合計

79%6,427,295,3505,087,087,54680%6,719,936,0545,403,495,064一般会計・特別会計合計

れ
、
実
質
公
債

比
率
十
三
・
二

％
、
将
来
負
担

比
率
、
実
質
赤

字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率

は
一
般
会
計
、

特
別
会
計
と
も

に
黒
字
決
算
の

た
め
、
該
当
す

る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

早
期
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下

回
り
、
喬
木
村

の
財
政
運
営
は

健
全
な
状
況
で

あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。
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平成20年度　特徴的な事業の決算額

○地域づくりの支援 村づくり推進経費（自治振興交付金・地域創造支援金） 11,595千円

○生活・産業基盤の充実 次世代ネットワーク経費 22,161千円

○安心できる福祉・保健 福祉灯油券支給事業 3,480千円

 福祉医療費　児童生徒医療費 6,242千円

 後期高齢者医療関係費 83,823千円

 老人福祉センター管理経費（耐震改修工事） 141,100千円

 出産祝い金（第１子より） 3,878千円

○生活・産業基盤の充実 広域基幹林道（大島－氏乗） 9,236千円

 臨時交付金事業（村道７号線改良） 63,873千円

 村道改修事業 66,668千円

 河川維持経費（唐沢など） 7,371千円

○人口増加対策 住宅新築祝い金 6,000千円

 宅地造成事業 20,183千円
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�財政健全化判断比率の状況とは �
　現行の地方財政再建促進特別措置法では、一般会計の赤字を対象にした指標があるだけで、公営企業会計

や観光事業会計などに膨大な赤字を抱えている県や市町村等の地方公共団体の財政悪化を早期発見できない

構造的欠陥があることから、制度自体を抜本的に見直すこととなり、平成１９年６月に「地方公共団体の財政

の健全化に関する法律（財政健全化法）」を公布しました。 

　この法律は、財政の悪化状況を見極める四つの健全化判断指標（健全化判断比率）を導入して自治体の財

政状況を全体的に把握し、これまで対象にしてこなかった国民健康保険をはじめとする事業会計や上下水道

事業等の公営企業会計、更には第三セクターの不良債務などもチェック対象とするなど、自治体財政への監

視基準を強化することで、財政危機の早期発見と健全化を促し、財政悪化による住民生活への影響を最小限

に止めることを狙っています。　 

　平成２０年度決算に基づく財政健全化に係る各指標の内容を、下伊那北部５町村と対比しながらお知らせし

ます。

大鹿村豊丘村高森町松川町喬木村財政健全化の指標

―――――（ Ａ ）実 質 赤 字 比 率

―――――（ Ｂ ）連結実質赤字比率

20.7%12.2%16.5%18.4%13.2%（ Ｃ ）実 質 公 債 費 比 率

―
(▲64.5%)22.2%151.2%―

(▲123.6%)
―

(▲31.1%)（ Ｄ ）将 来 負 担 比 率

（該当しない場合は「－」にて表示）

■財政健全化比率（4指標）の説明

 実 質 赤 字 比 率（Ａ） ：【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会計等の決算額が、黒字の場合はマイ

ナス比率となり、赤字比率は「該当なし」となります。

 連結実質赤字比率（Ｂ）：【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計

を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、

赤字比率は「該当なし」となります。

実質公債費比率（Ｃ） ：【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】

　標準財政規模に対して、一般会計や上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計が負

担する実質的な公債費（元利償還金）がどれくらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債費（借金返

済金）の割合が高く、財政を圧迫していることとなります。

将 来 負 担 比 率（Ｄ） ：【早期健全化基準（イエローカード）350％】

　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等を含

む）の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額より基金（貯金）等充当可能な財源が多いと、この

比率はマイナス表示となります。
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大鹿村豊丘村高森町松川町喬木村項　　　　目

1,231人7,083人13,476人14,122人6,897人人　　 口（Ｈ２１．３．３１住民基本台帳）

547世帯2,024世帯4,122世帯4,452世帯2,155世帯世 帯 数 （　 　 〃　 　 ）

248.35�76.85�45.26�72.90�66.62�面　 　 積

51.0％29.2％25.9％27.3％29.8％６５歳以上の人口割合（Ｈ２１．３．３１住民基本台帳）

166万円46万円35万円36万円44万円１人当りＨ２０年度
普通会計歳出決算額 20億3,848万円32億3,005万円47億1,243万円51億62万円30億5,970万円決算総額

51.7％43.4％37.7％40.0％48.0％普通会計収入額に占める、地方交付税の割合

13億2,446万円24億328万円36億8,170万円40億4,805万円23億714万円標 準 財 政 規 模

0.1950.3080.4410.3950.270財 政 力 指 数

73.3％76.1％83.8％84.0％80.2％経 常 収 支 比 率

151万円31万円6万円23万円38万円１人当り普通会計の基金
（積立金）残高 18億5,972万円21億8,728万円8億6,073万円33億1,764万円26億4,636万円積立金総額

191万円50万円49万円38万円40万円１人当り普通会計の借金
（地方債）残高 23億5,378万円35億1,334万円66億1,670万円53億9,757万円27億4,329万円借金総額

43人92人182人176人94人総 人 数職員数（Ｈ２１．４．１現在） 
※特別会計・企業会計を含む全
会計の職員数。嘱託等臨時
職員を含み、特別職は除く。

36人65人91人104人56人うち正規職員

34.9人13.0人13.5人12.5人13.6人人口千人当り

※各指標の「住民一人あたり」数値は、Ｈ２１．３．３１住民基本台帳人口を用いた。

■各種財政指標の説明

 標準財政規模 数値が高いほど標準的な一般財源の規模が大きい

　普通会計のうち、標準的な一般財源の規模を示すもので、毎年経常的に収入が見込まれる標準的収入額　 
　（計算の方法は概ね、「町村税」＋「地方譲与税等」＋「普通交付税」）

　★県内町村平均；　28億840万円　 ／ 県内市町村平均；　71億3,286万円　（平成19年度決算数値）

 財 政 力 指 数 数値が高いほど財政力が強い

　自治体の財政基盤の強弱を示す数値で、標準的な行政運営に必要な財源

をどれくらい自力で調達できるかを表すものです。この数値が「１」に近
いほど、町村の行政運営を町村税で賄えているということで、反対にこの
数値が低いほど地方交付税に依存していることとなります。

　★県内町村平均；　0.360　 ／ 県内市町村平均；　0.419　（平成19年度決算数値）

 経常収支比率 数値が高いほど財政構造が硬直化している

　経常一般財源（毎年連続して経常的に入ってくる財源の中で、町村税や

交付税などその使途が特定されず自由に使える財源）総額のうち、経常経
費（人件費、扶助費、公債費など義務的性格の経常経費）に充当された部
分の割合を示します。自治体の財政運営の弾力性を測る指標です。

　★県内町村平均；　84.4％　 ／ 県内市町村平均；　85.7％　（平成19年度決算数値）
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九
月
二
十
六
日（
土
）、
喬

木
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
喬
木
村
発
足
一
三
五
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
第
二
小
学
校
の
銀
嶺
太
鼓

が
演
奏
さ
れ
、
記
念
式
典
が

開
会
し
ま
し
た
。
第
一
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
村
歌
と
ふ

る
さ
と
の
歌
声
に
あ
わ
せ
て

会
場
内
の
参
加
者
も
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。
喬
木
村
出
身

の
方
に
よ
る
関
東
地
区
ふ
る

さ
と
会
・
三
石
辰
雄
会
長
、

東
海
地
区
ふ
る
さ
と
会
・　

佐
々
木
陽
之
祐
会
長
、ま
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
久
保
田
幸

さ
ん
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
提
案
者

加
藤
茜
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。「
私
が
好
き
な
喬
木
村

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞

者
に
よ
る
意
見
発
表
は
喬
木

村
を
思
う
気
持
ち
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。（
作
品
は
十
二

月
号
に
掲
載
）
ま
た
、
一
三

五
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
喬
木
村
の
四
季
な

ど
を
つ
づ
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演

と
し
て
前
福
島
県
矢
祭
町

長　

根
本
良
一
さ
ん
に
よ
る

「
矢
祭
町
の
自
立
に
向
け
て
の

改
革
」
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

喬木第一小学校合唱班による村歌とふるさと

喬木村発足135周年記念事業 行なわれる

多多多多多多多多多多
くくくくくくくくくく
のののののののののの
来来来来来来来来来来
賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓
をををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎
ええええええええええ

多
く
の
来
賓
を
迎
え

　

周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式
典典典典典典典典典典
がががががががががが
行行行行行行行行行行
わわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３５５５５５５５５５５１３５

美美美美美美美美美美ししししししししししききききききききききふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるささささささささささとととととととととと喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬木木木木木木木木木木村村村村村村村村村村美しきふるさと喬木村
DDDDDDDDDDVVVVVVVVVVDDDDDDDDDDがががががががががが完完完完完完完完完完成成成成成成成成成成ししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたDVDが完成しました

　

喬
木
村
の
四
季
と
各
地
域
の
美
し
い
情
景
を
撮
し
た

D
V
D
が
完
成
し
ま
し
た
。
村
内
の
情
景
が
十
六
分
四

十
秒
、
第
一
小
学
校

の
小
学
生
が
歌
う
村

歌
と
故
郷
も
入
っ
て

約
二
十
分
間
の
中
に

目
一
杯
の
喬
木
村
が

入
っ
て
い
る
D
V
D

を
一
枚
五
〇
〇
円
で

販
売
し
ま
す
。
村
内

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

喬
木
村
を
離
れ
た
方

に
送
っ
て
あ
げ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

美
し
き
ふ
る
さ
と
喬
木
村
D
V
D

喬喬喬喬喬喬喬喬喬喬
木木木木木木木木木木
村村村村村村村村村村
のののののののののの
ロロロロロロロロロロ
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
ママママママママママ
ーーーーーーーーーー
クククククククククク
とととととととととと

喬
木
村
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

キキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャ
ララララララララララ
クククククククククク
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
がががががががががが
でででででででででで
きききききききききき
ああああああああああ
がががががががががが
りりりりりりりりりり
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た

　

喬
木
村
発
足
一
三
五
周
年
を
記

念
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
マ
ー

ク
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し
ま

し
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
喬
木

ま
し
た
。
喬
木
村
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
で

も
使
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
際
は

役
場
企
画
財
政
室
に
使
用
す
る
旨

を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

村
一
一
九
〇－

二
加
藤　

茜
さ
ん
に
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
喬
木
村
出
身
で
現
在
東

京
都
在
住
の
久
保
田　

幸

さ
ん
の
ベ
リ
ー
＆
ゴ
ー
に

決
定
し
、
記
念
式
典
に
お

い
て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

（ロゴマーク）

（キャラクター）
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秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
のののののののののの
夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜
明明明明明明明明明明
治治治治治治治治治治
大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学

秋
の
夜
明
治
大
学
ママママママママママ
ンンンンンンンンンン
ドドドドドドドドドド
リリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンン

マ
ン
ド
リ
ン

クククククククククク
ララララララララララ
ブブブブブブブブブブ
のののののののののの
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
ササササササササササ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
をををををををををを
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
くくくくくくくくくく

ク
ラ
ブ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く

　

二
十
六

日
午
後
六

時
よ
り
喬

木
中
学
校

体
育
館
に

お
い
て
明

治
大
学
マ

ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
に

よ
る
演
奏

会
が
開
か

れ
ま
し

中学校体育館にてマンドリンコンサート

一一一一一一一一一一一
、、、、、、、、、、、七七七七七七七七七七
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
人人人人人人人人人人
がががががががががが
集集集集集集集集集集
まままままままままま
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた

七
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た

ララララララララララ
ジジジジジジジジジジ
オオオオオオオオオオ
体体体体体体体体体体
操操操操操操操操操操

ラ
ジ
オ
体
操

　

十
月
四
日（
日
）、
喬
木
村
運
動

公
園
で
喬
木
村
発
足
一
三
五
周
年

記
念
事
業　

ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
霧
が
深
く
立
ち
こ
め

る
中
、
早
い
方
は
五
時
頃
か
ら
会

場
入
り
し
、
五
時
五
十
五
分
に
は

村
内
外
よ
り
約
一
、七
〇
〇
人
の
方

が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
番
前
の
リ

ハ
ー
サ
ル
で
は
体
操
講
師
の
多
胡

肇
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
リ
ハ
ー
サ

ル
が
行
わ
れ
、
十
二
分
に
体
を
温

め
て
六
時
三
十
分
か
ら
の
本
番
を

迎
え
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌

を
元
気
に
歌
い
上
げ
、

加
藤
由
美
子
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
あ
わ
せ
て

ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま

し
た
。
生
放
送
に
緊
張

し
ま
し
た
が
朝
の
す
が

す
が
し
い
空
気
の
中
で

体
を
動
か
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
頂
き
、

い
つ
ま
で
も
健
康
な
体

を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
。

早朝のラジオ体操

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子 どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど ももももももももももももももももももももも ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ 基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基 金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金 助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ど も ゆ め 基 金 助 成 活 動 募 集
　この基金は、未来を担う夢を持った子どもの健全育成を進めるため、民間団体が実施する自然の中でのキャンプや化

学実験教室などの体験活動、絵本の読み聞かせ会などの読書活動、体験・読書の両活動を補うためのインターネットな

どで利用可能な子ども向け教材を開発・普及する活動への支援を行っています。

《助成の対象となる活動》　①子どもの体験活動…キャンプや自然観察などの自然体験活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学実験教室などの科学体験活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢者介護体験などの社会奉仕体験活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業・漁業などの地場産業体験や商業体験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化・芸術、スポーツ等を通じた交流体験活動　など

　　　　　　　　　　　　②子どもの読書活動…読み聞かせ会、読書会活動など

　　　　　　　　　　　　③子ども向け教材開発・普及活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…インターネット等で使用可能なデジタル教材を開発し、普及する活動

《助成の対象となる団体》

　一般財団法人や一般社団法人、特定非営利活動法人、法人格を有しない地域のグループ、サークルなど、青少年教育

に関する活動を行う民間の団体が助成の対象となります。子どもゆめ基金ホームページからダウンロードするか、子ど

もゆめ基金部助成課までご請求ください。

　募集締め切り　平成２１年１２月５日（土）　消印有効

　問い合わせ先　独立行政法人国立青少年教育振興機構　子どもゆめ基金部助成課

　フリーダイヤル　0120－579081

　E-mail　yume@niye.go.jp  HP http://yumekikin.niye.go.jp

た
。
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

部
は
大
正
十
二
年
に
マ
ン
ド
リ
ン
・

ギ
タ
ー
愛
好
会
六
人
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
古
い
歴
史
を
も
つ
ク
ラ
ブ

で
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
か
ら
ラ
テ

ン
・
ロ
ッ
ク
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
。
会
場

に
用
意
さ
れ
た
六
五
〇
席
は
満
員

と
な
り
、
懐
か
し
い
楽
曲
を
中
心

に
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
聴
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に

喬
木
村
歌
の
演
奏
も
あ
り
、
秋
の

夜
の
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
の
音

色
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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●11 ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持　
自分の身体は自分で守ろう！

　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加い

ただけますので、是非お越し下さい。

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所１１月２日（月）

帰牛原公民館
北コミュニティ消防
センター

１１月４日（水）

寺の前集落センター１１月９日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館１１月１１日（水）

阿島傘伝承館１１月１８日（水）

富田陶芸館第一公民館１１月２５日（水）

大島公民館田上川消防センター１１月３０日（月）

健康体操教室（介護者の方など）

福祉センター午前１０時半～１１月２８日（土）

水中体操教室
※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル午前１０時～１１月２０日（金）はつらつコース

定例介護者の会のおしらせ

福祉センター午前１０時半～１１月２８日（土）

 お問い合わせ先 　役場  住民課包括支援担当　�33-1120

※伊久間地区の健康体操教室は、「馬場伝承館」で行います。
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結
婚
相
談
所
に
登
録

結
婚
相
談
所
に
登
録
をを
お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

　

下
伊
那
郡
北
部
五
町
村
に
よ
る

結
婚
相
談
所
「
愛
ね
っ
と
北
部
」

が
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
結
婚
を
考

え
て
い
る
独
身
者
の
方
、
是
非
相

談
所
に
登
録
の
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
登
録
さ
れ

た
方
に
は
出
会
い
の
機
会
が
持
て

る
よ
う
北
部
・
村
の
相
談
員
が
協

力
し
ま
す
。
登
録
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
北
部
・
村
の
相
談
所

及
び
村
の
相
談
員
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

結
婚
相
談
所
愛
ね
っ
と
北
部

　

�
３
４－

２
３
２
２

喬
木
村
結
婚
相
談
所

　

�
３
３－

５
１
２
３

喬木村結婚相談員

電話番号氏　名地区名

３３－２１７５仲田　秀子北

３３－２０４８宮澤　純子北

３３－２５０６大平ヨシ子町

３３－２９８３藤木　成人田上川

３３－３４３３池田　明人上　平

３３－２４２５北島紀美子伊久間

３３－２７８８丸山　末子伊久間

３３－３９５９木下　温司富田下

３３－３９３２小池　隆子富田下

３３－３８９０木下まさ子富田上

３３－２６９２多田　篤司大和知

３３－３８０９木下　美幸氏　乗

３３－４３００内山　光明大　島

村発注工事請負契約（７月～９月）
請負業者名入札日契約金額契約方法事業カ所事　　　業　　　名番号

大 平 建 設２１．７．７4,095,000指名競争入札阿島　郵便局前村 単　 道 路 維 持 工 事 （ 側 溝 修 繕 ）20

大 平 建 設２１．７．７1,627,500指名競争入札帰牛原（244号）村 単　 側 溝 整 備 工21

松 島 土 建２１．７．７1,050,000指名競争入札馬場（513号）村 単　 側 溝 整 備 工22

松 島 土 建２１．７．７5,880,000指名競争入札田上川（551号）村 単　 道 路 維 持 工 事 （ 側 溝 修 繕 ）23

中 川 建 設２１．７．７82,950,000指名競争入札村道7号　大和知地 域 活 力 基 盤 創 造 交 付 金 事 業24

コ ヤ マ 営 繕２１．７．２14,385,000指名競争入札町町 消 防 セ ン タ ー 建 設 工 事25

大 平 建 設２１．７．７1,932,000指名競争入札村道218号交 通 安 全 施 設 整 備 事 業 （ カ ラ ー 舗 装 ）26

山 田 自 動 車 板 金２１．６．１９1,198,000見積入札椋記念図書館椋 記 念 図 書 館 公 用 車27

アルプスハウス池田鉄工所２１．６．３０3,139,500見積入札村内１３地区喬 木 村 防 災 倉 庫 設 置 工 事28

藤 井 興 業２１．８．４14,490,000指名競争入札小川旧 中 取 り 壊 し 工 事29

松 島 土 建２１．７．２１577,500指名競争入札鞍馬森林公園森 林 公 園 東 屋 改 修 工 事30

松 澤 防 災２１．７．２４1,080,575見積入札村内１３地区喬 木 村 防 災 資 機 材 整 備 事 業31

飯 伊 森 林 組 合２１．８．４7,035,000指名競争入札村内全域保 全 松 林 緊 急 保 護 整 備 事 業32

野 島 建 設２１．８．４8,610,000指名競争入札小　川旧 中 跡 地 整 備 関 連 水 路 等 改 修 工 事33

神 稲 建 設２１．８．１０21,945,000指名競争入札小　川喬木簡易水道水量拡張工事的場配水池・水源附帯１工区34

野 島 建 設２１．８．１０33,705,000指名競争入札小　川喬 木 簡 易 水 道 水 量 拡 張 工 事 導 水 管 ２ 工 区35

松 田 ・ 南 信２１．８．１０17,325,000指名競争入札小　川喬木簡易水道水量拡張工事機械・電気・計装３工区36

高度映像情報センター２１．９．１2,625,000指名競争入札村　内デ ジ タ ル 移 動 系 防 災 行 政 無 線 設 備 設 計 委 託37

野 島 建 設２１．９．３5,670,000指名競争入札村道679号伊久間村 単 道 路 維 持 修 繕 工 事38

野 島 建 設２１．９．３2,625,000指名競争入札伊久間ゴミステーション前舗 装 新 設 工 事39

松 島 土 建２１．９．３1,417,500指名競争入札小川上平舗 装 新 設 工 事40

松 島 土 建２１．９．３840,000指名競争入札村道１号寺の前道 路 維 持 工 事41

トーエネック飯田営業所２１．９．１０21,000,000指名競争入札第一小学校喬 木 第 一 小 学 校 太 陽 光 発 電 設 備 設 置 工 事42

協 立 電 気 商 会２１．９．１０22,050,000指名競争入札第二小学校喬 木 第 二 小 学 校 太 陽 光 発 電 設 備 設 置 工 事43

新 井 電 気 工 事２１．９．１０21,000,000指名競争入札中学校喬 木 中 学 校 太 陽 光 発 電 設 備 設 置 工 事44

野 島 建 設２１．９．１７36,645,000指名競争入札小　川旧 中 跡 地 整 備 工 事45

中 川 建 設２１．９．２４2,866,500指名競争入札村道804号大和知村 単　 道 路 維 持 （ 舗 装 修 繕 ） 工 事46

吉 川 建 設 工 業２１．９．２４4,189,500指名競争入札村道1号加々須村 単　 道 路 改 良 工 事47
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10月の村税等
口座振替日納期限

10月26日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

11月2日

村 県 民 税
（第３期）
国 保 税
（第７期）
介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

　

月
の
結
婚
相
談
日

１１
○
日　

時

　

十
一
月
十
四
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
担
当

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

松
く
い
虫
の
伐
倒
く
ん
蒸

処
理
を
行
い
ま
す

　

松
く
い
虫
被
害
の
予
防
と
防
除

を
目
的
と
し
た
伐
倒
駆
除
を
、
十

一
月
半
ば
か
ら
来
年
一
月
末
日
ま

で
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
は
法
定
病
害
虫
の
た

め
、
地
権
者
や
隣
接
者
等
の
承
諾

な
し
に
土
地
に
立
ち
入
り
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
撲
滅
と

松
の
緑
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 
建
設
課 
住
宅
林
務
環
境
担
当

　

�　

－
５
１
２
８

３３

　

月
１
日
は

１０「浄
化
槽
の
日
」

☆
日
常
生
活
に
お
け
る
浄
化
槽
の

正
し
い
使
い
方

�
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
に

よ
っ
て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、

微
生
物
を
死
滅
さ
せ
た
り
、
働
き

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
流
入

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
洗
濯
用
洗
剤
、
便
器
洗
浄
剤
、

漂
白
剤
等
は
必
要
以
上
に
使
用
せ

ず
適
量
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
強

酸
等
の
薬
品
類
、
農
薬
類
は
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
新
聞
紙
、
紙
お
む
つ
、
衛
生
用

品
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
等
は
水
に

溶
け
ず
、
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
悪
臭
の
発
生
原
因

と
も
な
る
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

�
使
い
古
し
の
食
用
油
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
野
菜
く

ず
は
で
き
る
だ
け
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

�
灯
油
、
石
油
類
を
浄
化
槽
に
捨

て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
浄

化
槽
が
機
能
し
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
可
燃
性
が
あ
る
た
め
大
変

危
険
で
す
。

�
す
ぐ
点
検
や
清
掃
が
で
き
る
よ

う
に
、
浄
化
槽
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の

上
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

�
微
生
物
の
働
き
を
保
つ
た
め
、

ブ
ロ
ワ
（
送
風
機
）
の
電
源
は
非

常
時
を
除
き
、
切
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

喬
木
村
建
設
課
上
下
水
道
担
当

　

�　

－

5
1
2
2

３３

　

（
社
）長
野
県
浄
化
槽
協
会

　

�
0
2
6－

2
3
4－

7
6
3
7

　

下
伊
那
地
方
事
務
所
環
境
課

　

�　

－

0
4
3
4

５３

　

長
野
県
浄
化
槽
協
会
検
査
セ
ン

　

タ
ー
南
信
支
所（
伊
那
合
同
庁
舎
）

　

�　
－

5
7
4
0

７２

　

大
原
成
章
教
育
長
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
原　

三
雄
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十
一

年
十
月
か
ら
四
年
間
と
な
り
ま
す
。

原　三雄氏

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
教
育
長
の
紹
介

【
募
集
種
目
】

二
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

　

陸
上
自
衛
隊
は
二
年
（
一
部
の

技
術
系
は
三
年
）、
海
上
及
び
航

空
自
衛
隊
は
三
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
す
る
自
衛
官
の
コ
ー
ス
。
任

期
満
了
後
、
陸
上
自
衛
隊
は
２
年

ご
と
、
海
上
及
び
航
空
自
衛
隊
は

三
年
ご
と
に
継
続
任
用
の
道
が
あ

り
、
さ
ら
に
本
人
の
努
力
次
第
で

選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
や

幹
部
へ
進
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
自
衛
官
の
魅
力

・
国
際
平
和
の
貢
献
、
災
害
派
遣

な
ど
や
り
が
い
の
あ
る
職
域
で

す
。

・
自
衛
官
の
身
分
は
特
別
職
国
家

公
務
員
で
あ
り
、
我
が
国
の
平

和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
特
殊

な
任
務
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
公
務
員
に
比
べ
手
当

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

・
週
休
二
日
制
、
年
次
・
特
別
休

暇
な
ど
で
余
暇
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

・
一
任
期
満
了
後
継
続
し
て
任
用

さ
れ
た
者
は
、
大
型
特
殊
自
動

車
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
情
報

処
理
者
、
簿
記
検
定
等
就
職
に

有
利
な
技
能
訓
練
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

・
東
京
圏
を
は
じ
め
各
地
の
大
学

（
二
部
）、
専
門
学
校
な
ど
に
部

隊
か
ら
通
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、

通
信
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

・
任
期
満
了
後
及
び
退
職
後
有
利

な
条
件
で
就
職
で
き
る
よ
う
に

就
職
援
護
制
度
が
あ
り
、
個
人

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
職
先
を

斡
旋
し
て
い
ま
す
。

○
詳
し
い
お
問
い
合
せ
先

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

〒
3
8
0－

0
8
4
6

　

長
野
市
旭
町
一
一
〇
八
番
地

　

長
野
第
二
合
同
庁
舎
内

　

�
0
2
6－

2
3
3－

2
1
0
8

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

〒
3
9
5－

0
0
5
3

　

飯
田
市
大
久
保
町
二
六
三
七－

三

　

飯
田
地
方
合
同
庁
舎

　

�
0
2
6
5－

2
2－

2
6
1
3

○
自
衛
隊
で
は
、
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
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　この記念すべき年、“温故知新”そして“創新”の年としての「椋鳩十夕やけ祭」が10月24日（土）

福祉センターにて開催されます。

　「椋鳩十夕やけ祭」も昭和63年度の第一回目を「椋鳩十夕やけ忌」として開催され、平成10年度

から「椋鳩十夕やけ祭」と名称を改め、合わせて22回めの「椋鳩十夕やけ祭」を迎えるわけです。

先輩諸氏の創設・伝承・発展の努力・尽力に感謝しつつ、次のように開催します。誘い合っておで

かけください。

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
ののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ののののののののののののののののののののの
応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

あああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

�
椋
鳩
十
夕
や
け
祭

 

　

月　

日（
土
）

１０

２４

�
全
村
読
書
旬
間

 
　

月　

日（
木
）〜　

月　

日（
土
）

１０

２２

１０

３１

�
絵
本
の
会

 
　

月　

日（
金
） 　

月　

日（
金
）

１０

２３

１１

２０

�
お
は
な
し
の
へ
や

 
　

月　

日（
水
） 　

月　

日
・　

日（
水
）

１０

２８

１１

１１

２５

�
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

 

　

月　

日（
水
）
７
ヶ
月
児

１１

２５

�
お
楽
し
み
会 
　

月
７
日（
土
）

１１

応
募
状
況
は
、
次
の
通
り
で
す
。

『喬木村発足135周年記念　椋鳩十夕やけ祭』開催

�開会行事　　　　　　　　10：20～10：50

�感想文コンクール表彰式　10：50～11：50

　　・今年は、各学年ごとの表彰になります。

　　　「椋鳩十賞」１０作品　「優秀賞」１０作品　「佳作」６０余作品

�アトラクション　　　　　13：00～13：30

　①第二小学校　３年生　学習発表「わくわくふるさとたんけん」

　②第一小学校　合唱部　椋鳩十作詩の曲ほか合唱曲

�記念講演会　　　　　　　13：30～15：00

　・演題

　　　「絵本で元気になりたいね」

　・講師

　　　絵本作家　長谷川義史氏

　・紹介　グラフィックデザイナー、イ

ラストレーターを経て、現在

は絵本作家としてユーモラス

でおおらかな“長谷川ワール

ド”を次々と生み出していま

す。

　

二
十
二
回
目
を
む
か
え
た
「
椋

鳩
十
賞
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
す
が
、
村
内
外
、
県
内
外
か
ら
、

六
三
〇
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
行
事
の
重
な

る
中
、計
画
的
に
時
間
を
と
っ
て
、

何
回
も
読
み
ひ
た
り
、
感
想
文
を

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

＜学年別応募数＞

一般中3中2中1小6小5小4小3小2小1

73833469797527610975

7117506

＜郡市別応募校数＞（３校以上）

　・飯田下伊那：１４校　・上伊那：７校　・佐久：４校

　・長野市：４校　　　・諏訪：３校
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第４４回青風祭が終わりました�
�

�
�

��������������
��������������

　１０月２・３日の両日青風祭が開催されました。学友会が中心となり行う行事で、学校の教育活動の発表の場です

が、地域の皆様にご指導いただいた伝統芸能等も発表しました。

上：阿島地区の生徒有志が披露した阿島獅子
の勇姿（ステージ発表）

下：郷土調査部の皆さんが製
作した阿島傘の展示

上：地域の方も交えて全校で阿島音頭を踊り
ました。（運動会の最後に）

準備風景 ステージ発表 運動会の一コマ

騎
馬
戦
だ
ー

綱
引
き

「
よ
い
し
ょ
」

青風祭の形を作ることができたのは、私の指示や思いを役員の皆さんが受け止め、それぞれが思い思いの形を

作り、委員会で広めたから。そして、会員のみなさん一人一人が、またそれを受け止め、自分の志を持って行

動したからです。たくさんの人の様々な思いが組み立てられて、この青風祭を行うことができました。そし

て、この２日間の全校の団結で、中身あるものが入り「僕たちの青風祭」ができました。この青風祭で私が強

く感じたことは、一人一人の力には限界があるということです。そして、それでも人と人とがつながって、人

が人を呼び、大きな和になれば人数分以上の力が出せるということです。

木下遥菜学友会長の閉祭式でのあいさつより

歌声発表会

「真っ黒でいいの？」

「これ何？」
「ステージバック」 選択体育リズムダンス

吹奏楽部
３年生最後
のステージ
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農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

今
年
分
終
了－

十
四

校
五
二
三
人
受
入

　

五
月
十
五
日
の
千
葉
県
鎌
ヶ
谷

三
中
の
受
け
入
れ
に
始
ま
っ
た
農

家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
、
九
月
十
七

日
の
東
京
都
南
大
谷
中
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。

　

五
月
下
旬
に
は
関
西
地
区
の
学

校
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題

に
よ
る
休
校
措
置
に
よ
り
受
け
入

れ
を
延
期
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
十
四
校
・
五
二
三
人
の
生

徒
さ
ん
の
無
事
受
け
入
れ
が
で
き

ま
し
た
。

　

土
に
触
れ
た
こ
と
す
ら
な
い
都

会
の
生
徒
達
は
、
農
作
業
と
い
う

初
め
て
の
体
験
を
通
し
て
い
い
汗

を
か
き
な
が
ら
農
家
の
大
変
さ
や

農
作
物
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
で

き
た
よ
う
で
す
。

　

受
け
入
れ
を
行
っ
た
村
内
農
家

さ
ん
か
ら
は
、「
受
け
入
れ
前
は

大
変
だ
と
思
っ
て
も
見
送
り
の
際

に
涙
を
流
し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し

ま
れ
る
と
受
け
入
れ
て
よ
か
っ
た

な
、
と
思
う
」
ま
た
、「
生
徒
達

が
作
っ
た
食
事
を
お
い
し
い
と
喜

ん
で
食
べ
て
い
る
姿
を
見
た
ら
こ

ち
ら
も
感
動
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
第
四
回
東
海
地
区
喬
木
村
ふ
る

さ
と
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

（
十
一
月
二
十
二
日
）

　

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
の

東
海
地
方
以
西
の
喬
木
村
出
身
の

方
を
対
象
に
、
第
４
回
東
海
地
区

喬
木
村
ふ
る
さ
と
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
当
日
は
一
〇
〇
名
余
の
方

が
参
加
し
、
喬
木
村
か
ら
も
村
長

他
多
数
の
方
の
参
加
を
得
て
昔
懐

か
し
い
話
や
料
理
で
交
流
を
行
う

予
定
で
す
。

＊
り
ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー
農
園
の

収
穫
祭
が
開
か
れ
ま
す
。

　

（
十
一
月
二
十
三
日
）

　

当
日
は
県
内
外
よ
り
一
、〇
〇
〇

人
あ
ま
り
の
方
々
が
喬
木
村
を
訪

れ
、
各
農
園
に
分
散
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

氏
乗
雨
沢
観
光
栗
園

一

今
年
も
好
評
の
内
に
終
了

て
料
金
が
安
い
こ
と
も
あ
り
、
大

勢
の
方
が
来
場
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
は
例
年
に
比
べ
て
栗

の
生
り
が
よ
く
、
九
月
の
下
旬
に

は
六
十
名
の
団
体
が
来
場
し
一
〇

〇
�
近
い
栗
を
拾
っ
て
行
き
ま
し

た
。

　

関
係
の
方
に
よ
る
と
、
今
年
か

ら
市
場
へ
の
出
荷
も
始
め
た
と
の

こ
と
で
産
業
と
し
て
根
付
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
宅
配
便
の
発
送
を
九
月

十
七
日
に
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

四
十
四
軒
の
皆
様
に
、
二
十
世
紀

梨
、
里
芋
、
な
す
な
ど
喬
木
村
の

旬
の
農
産
物
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

第
四
回
は
十
二
月
中
旬
頃
の
発
送

と
な
り
ま
す
。

第
三
回
ふ
る
さ
と
宅
配

便
を
発
送
し
ま
し
た

受
け
入
れ
農
家
さ
ん
募
集

　

農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
親
の

会
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
農
家
さ
ん
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　

年
度
当
初
に
南
信
州
観
光
公

社
か
ら
の
受
け
入
れ
日
程（
主

に
五
月
〜
六
月
と
九
月
）に
合
わ

せ
て
、
ご
都
合
の
良
い
と
き
に

受
け
入
れ
て
頂
き
ま
す
。
一
泊

二
日
の
農
作
業
体
験
や
農
家
で

の
生
活
を
通
じ
て
、
都
会
の
生

徒
さ
ん
に
農
業
や
自
然
の
あ
り

が
た
さ
を
伝
え
な
が
ら
、
共
に

感
動
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

受
入
農
家
さ
ん
に
は
、
宿
泊

料
と
農
業
体
験
料
を
お
支
払
い

い
た
し
ま
す
。　

　

お
問
い
合
せ
・
申
込
（
登
録
）

は
、
た
か
ぎ
農
村
交
流
研
修
セ

ン
タ
ー
�　

－

３
９
９
９
ま
で

３３

　

九
月
十
九
日
か
ら
氏
乗
ア
グ
リ

パ
ー
ク
雨
沢
で
行
わ
れ
た
観
光
栗

園
が
、今
年
も
大
人
気
で
し
た
。
十

月
上
旬
ま
で
の
二
週
間
の
み
の
営

業
で
し
た
が
、
近
隣
に
栗
園
が
少

な
い
こ
と
、
岐
阜
県
な
ど
に
比
べ

「
山
の
家
」松
茸
観
光

異
例
の
実
施
取
り
止
め

　

十
月
四
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

予
定
を
し
て
お
り
ま
し
た
大
島
山

の
家
松
茸
観
光
で
す
が
、
お
盆
明

け
か
ら
の
雨
不
足
と
、
九
月
半
ば

か
ら
高
温
が
続
い
た
こ
と
が
原
因

と
思
わ
れ
ま
す
が
松
茸
が
発
生
せ

ず
、
異
例
の
実
施
取
り
止
め
と
な

り
ま
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
秋
の
味
覚
を
求
め

て
、
ぞ
く
ぞ
く
と
予
約
が
入
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
実
施
取
り
止
め

の
旨
を
伝
え
る
と
皆
さ
ん
一
様
に

落
胆
の
た
め
息
を
漏
ら
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
大
豊
作
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

    
赤
と
ん
ぼ
の
会
で
は
第
三
回
の
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くりんネットたかぎ 11月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

１１月の村・公民館・学校などの主な行
事予定

今 月 の 暦日1

新型インフルエンザ対策について
 役場総務課

村 の 窓 口月2

総合文化祭への取り組みについて
 建設業部会から

商 工 会 便 り火3

秋の全国火災予防運動について
 飯田消防署　深澤賢治さん

広 域 消 防水4

喬木村交通安全協会
 富田支部長　小池和利さん

交 通 安 全 の 日木5

総合文化祭にお出かけください
 役場総務課

み ん な の 広 場金6

定例教育委員会の内容報告 原教育長みらいをみつめて土7

JA女性部フレッシュミズ体験発表
 多田葉津美さん

ＪＡアワーみなみの風日8

正しい１１９番通報を覚えておきましょう
 警防課　壬生　隆さん

広 域 消 防月9

下伊那農業改良普及センター
 宮沢普及員

こちら普及センターです火10

「私の好きな喬木村」作品講評
 原教育委員長

のびよ喬木の子水11

村発足１３５周年事業を振り返る①
 これまで行われた行事

時 の 話 題 ①木12

村発足１３５周年事業を振り返る②
 根本良一さん　講演から

時 の 話 題 ②金13

村発足１３５周年事業を振り返る③
 小中学生の意見発表

時 の 話 題 ③土14

今日は防火の日
 喬木村消防団機関長　松澤貴司さん

１１９番火の用心日15

村発足１３５周年事業を振り返る④
 明大マンドリンコンサート

時 の 話 題 ④月16

村発足１３５周年事業を振り返る⑤
 実行委員長　大平村長の総括

時 の 話 題 ⑤火17

くりんネット番組企画委員会制作マ イ ク で 散 歩水18

ＪＡ祭について 宮島組合員課長ＪＡアワーみなみの風木19

喬木村生活安全指導員会
 南役員　原　宏さん

ぼ う は ん 喬 木金20

村の社会福祉協議会からひ な た ぼ っ こ土21

柿の荷造りについて ＪＡ　林技師明 日 へ の 農 業日22

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸月23

情報誌たかぎ　１２月号の内容から声 の 情 報 誌火24

ＪＡ家の光読みまい会による朗読
「むら祭り」

暮 ら し の 便 り水25

今月は【伊久間】から我が村我がふるさと木26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り金27

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸土28

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて日29

１１月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事月30

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～11月の番組から～

商工会便り・みんなの広場
　３日（火）・６日（金）
　喬木村総合文化祭にお出かけ下さい
　１１月７日（土）８日（日）は喬木村総合文化
祭です（作品展示は６日（金）から）。
　商工会建設業部会から取組みをご紹介い
ただくほか、文化祭全体の内容については
役場総務課でお話を伺います。
　今年も、皆で一緒に総合文化祭を盛り上
げましょう！

時の話題
　12（木）～17日（火）
　喬木村発足135周年事業を振り返る①～⑤
　村発足１３５周年記念事業も終盤となりまし
た。これまでを振り返ってシリーズでお送
りします。
　９月２６日に行われた記念式典・小中学生
の意見発表や記念講演、明治大学マンドリ
ン倶楽部の演奏もじっくりお届けします。
　最終日には大平村長から、事業を総括し
てお話しいただきます。
　喬木村の歴史に思いをはせながら、どう
ぞお聞き下さい。

暮らしの便り
　25日（水）
　ＪＡ家の光読みまい会朗読「むら祭り」
　毎月ＪＡ組合員課の松島さんから暮らし
に役立つ情報をご紹介いただいていますが、
１１月は《ＪＡ家の光読みまい会》の皆さん
による“ふるさとの絵本”朗読をお届けし
ます。
　会員のお母さん方の味わいぶか～い語り
口調が大人気です。どうぞご家族でお聞き
下さい。

お気軽にお電話下さい




